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松 村 文 芳
学　歴
昭和 41 年 4 月 大阪外国語大学 外国語学部 中国語学科入学 
昭和 45 年 3 月 大阪外国語大学 外国語学部 中国語学科卒業 [文学士 ]
昭和 45 年 4 月  教員免許状　高等学校教諭二級 外国語（英語，中国語）（昭
45 高二普　　第 2898 号）取得
昭和 46 年 4 月  大阪外国語大学大学院 外国語学研究科 中国語学専攻 
修士課程入学
昭和 49 年 3 月  大阪外国語大学大学院 外国語学研究科 中国語学専攻 
修士課程修了［文学修士］
昭和 54 年 9 月　  南開大学（中国天津市）留学（文部省派遣中国政府奨学
金による） （昭和 56 年 2 月まで）
職　歴
昭和45年 4 月 大阪府立八尾高等学校（定時制） 常勤講師
（昭和 45 年 9 月まで）
昭和 45 年 10 月 大阪府立八尾高等学校（定時制）教諭（昭和 48年 3月まで）
昭和 49 年 4 月 鹿児島経済大学 助手 （昭和 51 年 3 月まで）
昭和 51 年 4 月 鹿児島経済大学 専任講師 （昭和 54 年 9 月まで）
昭和 56 年 4 月 神戸商科大学 助教授 （昭和 63 年 3 月まで）
昭和 63 年 4 月 神戸商科大学 教授 （平成 6 年 3 月まで）
昭和 63 年 8 月  アメリカ合衆国オハイオ州立大学，イリノイ大学・ 
アーバナ・シャンペーン校 神戸商科大学在外研究員・ 
フルブライト研究員 （平成元年 6月まで）
平成 4年 4月  イリノイ大学・アーバナ・シャンペーン校 
神戸商科大学在外研究員 （平成 5 年 3 月まで）
平成 5年 4月  神奈川大学 外国語学部 中国語学科 非常勤講師 
（平成 6 年 3 月まで）
平成 6年 4月 神奈川大学 外国語学部 中国語 教授 （平成 18 年 3 月まで）
平成 6年 4月 神奈川大学 言語研究センター運営委員会委員
（平成 7 年 3 月まで）
平成 6年 4月 フェリス女学院大学 文学部 兼任（非常勤）講師
（平成 20 年 5 月まで）
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平成 6年 4月  神奈川大学大学院 外国語学研究科 （兼担）教授 
 （現在に至る）
平成 6年 4月 聖心女子大学 文学部 非常勤講師 （平成 10 年 3 月まで）
平成 7年 1月  「文部省教員組織審査」神奈川大学大学院外国語学研究科
中国言語文化専攻博士（後期）課程〔中国語学特殊研究Ⅲ
（講義）・同（演習）担当〕D（合）教授の判定を受ける
平成 7年 4月 神奈川大学 人文学研究所常任委員 （平成 9 年 3 月まで）
平成 7年 4月 東京大学 教養学部 非常勤講師 （平成 8 年 3 月まで）
平成 9年 4月 神奈川大学 外国語学部運営委員 （平成 10 年 3 月まで）
平成 11 年 4 月 神奈川大学 教職課程委員会委員 （平成 13 年 3 月まで）
平成 11 年 4 月 神奈川大学 教職課程委員会委員長（平成 13 年 3 月まで）
平成 13 年 4 月 神奈川大学 国際交流センター委員会委員
 （平成 15 年 3 月まで）
平成 14 年 4 月 神奈川大学 国際交流センター副所長
 （平成 15 年 3 月まで）
平成 14 年 4 月 神奈川大学 大学院委員会委員 （平成 15 年 3 月まで）
平成 15 年 4 月 神奈川大学 大学院奨学生選考委員会委員
 （平成 17 年 3 月まで）
平成 15 年 4 月 神奈川大学 言語研究センター所長 （平成 19 年 3 月まで）
平成 16 年 4 月 神奈川大学 専門メディア教育部会委員
 （平成 18 年 3 月まで）
平成 18 年 4 月 神奈川大学 外国語学部 中国語学科 教授（現在に至る）
平成 20 年 4 月 神奈川大学大学院 外国語学研究科委員長
 （平成 22 年 3 月まで）
平成 23 年 4 月 神奈川大学 外国語学部中国語学科主任
 （平成 25 年 3 月まで）
平成 23 年 4 月 神奈川大学 言語研究センター運営委員会委員
 （平成 27 年 3 月まで）
平成 25 年 4 月 神奈川大学 入試管理委員会委員 （平成 26 年 3 月まで）
平成 26 年 4 月 神奈川大学 大学院委員会委員 （平成 28 年 3 月まで）
平成 26 年 4 月 神奈川大学 大学院学務委員会委員 （平成 28 年 3 月まで）
平成 28 年 4 月 神奈川大学 言語研究センター運営委員会委員
 （平成 29 年 3 月まで）
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学会および委託研究
昭和 43 年 4 月 日本言語学会（国内学会） 会員 （平成 5 年 3 月まで）
昭和 43 年 12 月 日本中国語学会（国内学会） 会員 （平成 17 年 3 月まで）
昭和 49 年 4 月 日本中国語学会（国内学会） 理事 （平成 17 年 3 月まで）
昭和 59 年 4 月  科学研究費補助金 （神戸商科大学）2,200,000 円 「一般研
究（B）」コンピューターによる現代中国語の自動研修に
使用する教材の研究及び機器の開発 （研究代表者）
 （昭和 61 年 3 月まで）
平成 9年　 企業からの受託研究 （－）「王老師の標準中国語シリーズ・発
音編」の監修 （平成 9 年まで）
平成 10 年　 企業からの受託研究 （－）「王老師の標準中国語シリーズ・基
礎編」の監修 （平成 10 年まで）
平成 17 年 4 月 日本中国語学会（国内学会） 会員 （現在に至る）
平成 15 年 4 月 日本中国語学会（国内学会） 評議員 （平成 17 年 3 月まで）
業績一覧
（著・訳書）
1． 『中国語変形文法研究』単著　昭和 62 年 3 月　（白帝社）（訳書）A5 判
395 頁，湯廷池著『国語変形語法研究』（1977 年，台湾学生書局，A5
判 444 頁）の全訳。
2． 『現代中国語文法研究』　共著　昭和 63 年 10 月　（白帝社）　（訳書）A5
判288頁，朱徳煕著『現代漢語語法研究』（1980年，商務印書館，全224頁）。
（原書 125-192 頁を担当）
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（学術論文）
1． 「論副詞的造句功能」　単著　昭和 49 年 1 月　修士論文（現代中国語の
範囲・数量副詞の文法的機能を論じた。）
2． 「統語論における副詞の諸機能」単著　昭和 49 年 6 月　『中国の言語と
文化』第 3号 19-40 頁（修士論文（中国語）の一部を日本語で発表。中
国語の範囲・数量副詞が「誘導の機能」と「接続の機能」をもつこと
を明示した。）
3． 「中国語における感情表現」単著　昭和 49 年 9 月『鹿児島経大論集』
第 15 巻 2 号 29-54 頁（中国語の範囲・数量副詞が文成立論の立場から，
「コト」よりも「ムード」に帰属すべきことを論じた。）
4． 「副詞，能願動詞の相互承接の統語論的考察」単著　昭和 51 年 3 月『鹿
児島経大論集』第 16 巻 4 号 59-102 頁（中国語の副詞と能願動詞それぞ
れの相互承接を情意表現と客観表現の連続と解釈することにより説明
した。）
5． 「存在文の意味論研究」単著　昭和 52 年 3 月　『日本語と中国語の対照
研究』第 2号 1-11 頁（存在文と同じ語順をもつ可能表現と典型的存在
文の統語的ふるまいを論述し，あわせて題述表現・事象表現を論じた。）
6． 「中国語変形文法研究　第一集 移動変形（1）～（4）」単著　昭和 54 年 3
月『鹿児島経大論集』〔（1）：昭和 54 年 3 月発行 第 19 巻第 4号（pp.137
～ 184），（2）：昭和 54 年 4 月発行 第 20 巻第 1号（pp.135 ～ 198），（3）：
第 20 巻第 2 号（pp.75 ～ 167），（4）：昭和 54 年 10 月発行 第 20 巻第 3
号（pp.203 ～ 264）〕（生成文法による最初の中国語文法研究のまとまっ
た単行本の部分訳。）




8． 「中国語変形文法研究 第一集 移動変形（5）～（7）」単著　昭和 56 年
11 月　『神戸商科大学・人文論集』〔（5）：昭和 56 年 11 月発行 第 17 巻
第 1号（pp.97 ～ 126），（6）：昭和 57 年 2 月発行 第 17 巻第 3号（pp.78
～ 140），（7）：昭和 57 年 3 月発行 第 17 巻第 4号（pp.101 ～ 168）〕（前
記の翻訳の継続と全文訳の完了。）
9． 「“得 ” 字構造の中国語日本語対照研究」単著　昭和 57 年 9 月　神戸大
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11． 「試訳・現代中国語文法研究（1）～（3）」単著 　昭和 58 年 9 月『神
戸商科大学・人文論集』〔（1）：昭和 58 年 9 月発行 第 19 巻第 1号（pp.69
～ 98），（2）：昭和 58 年 12 月発行 第 19 巻第 2号（pp.41 ～ 62），（3）：
昭和 59 年 3 月発行 第 19 巻第 3 号（pp.85 ～ 111）〕（朱徳煕著『現代
漢語語法研究』の部分訳。）
12． 「現代中国語（普通話）における視覚言語と聴覚言語」単著　昭和 58




13． Discourse and syntactic dif ferences between V‐ le‐ C1C2 and V
－ C1C2 － le　constructions　単著　昭和 59 年 6 月　Proceedings 
of the 16th International Conference on Sino-Tibetan Languages and 
Linguistics （Univesity of　Washington），Vol.2，538-567 頁， 第 16 回
国際漢蔵語学会（ワシントン大学）に提出し発表した論文。（中国語
における「動詞＋ “ 了 ” ＋複合方向補語」と「動詞＋複合方向補語＋
“了 ”」の統語的・意味的相異を詳細に論述。）
14． Discourse and syntactic differences between V‐ le‐ C1C2 and V －
C1C2 － le constructions 単著　昭和 62 年 3 月　Studies in Chinese 
linguistics（Kobe University of Commerce），研究資料 No.89，1-35 頁 “　”
前記同名論文の改訂再録。ハワイ大学のジャーナル『PEAL』誌の査
定委員の指示により大きく改訂した前記論文の最終版。"
15． Formalizations of linguistic comments in Chinese historical novels　単
著　昭和 62 年 3 月　Studies in Chinese linguistics（Kobe University of 
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16． Semantic relations among sentences in standard Chinese　 単 著　 昭
和 62 年 3 月 Studies in Chinese linguistics（Kobe University of 
Commerce），研究資料 No.89，37-49 頁。第 17 回国際漢蔵語学会（オ
レゴン大学）に提出し発表した論文。（文相互の意味的関連を単文，
複文の相方から考察。）
17． Traces of stylistic variables in Modern standard Chinese　 単 著　 昭
和 62 年 3 月 Studies in Chinese linguistics（Kobe University of 










19． Discourse and syntactic differences between V-le-C1C2 and V-C1C2-le 
constructions（査読付）単著　昭和 62 年 9 月　Papers in East Asian 
Languages（University of Hawaii），Vol.3，（1985 － 1986）84-103 頁。（前
記同名論文の PEAL誌編集部による改訂再録。第 16 回国際漢蔵語学
会に提出した論文を『PEAL』誌の要請により，査読委員の審査を経
て提出。）
20． 「現代漢語 “ 得 ” 字結構研究」単著　昭和 62 年 11 月『語言研究論叢』
第 3輯 202-243 頁　南開大学留学時の論文の出版。（“ 得 ” を持つ程度
補語構文の表層上の文型転換の条件を具体例にもとづいて調査研究。）
21． 「現代中国語解析研究資料（1）～（4）」単著　平成元年 11 月　神戸
商科大学経済研究所・研究資料。〔（1）：副題「データベース・日本語
配列・日中英動詞辞典」No.107（pp.1 ～ 143），（2）：副題「データベー








22． Roles of Words in Mandarin Chinese Discourse　単著　平成 3 年 10 月　
Studies in Chinese Linguistics （2）（Kobe Universty of Commerce），研




23． 「「文の言い切り」と「二項総合法」―接尾語 “了 ” をめぐって ”」単著　
平成 3 年 10 月　Studies in Chinese Linguistics （2）（Kobe University of 




24． Synthetic expressions and analytic expressions in three languages　単





25． Morphemes as A Syntax and Semantics Interface in Mandarin Chinese 
単 著　 平 成 6 年 1 月　Studies in Chinese Linguistics（3）（Kobe 





26． Nouns in Mandarin Chinese Syntax　単著　平成 6 年 1 月 Studies in 
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Chinese Linguistics（3）（Kobe Universiy of Commerce），研究資料
No.142，3-19 頁。第 25 回国際漢蔵語学会（カリフォルニア大学バー
クレー校）に提出し発表した論文。（「眼光」という名詞がどのような
動詞，形容詞と結びつきうるかをパソコンのテキストデータベースを
用いて調査し，その結果 type1 から type5 までの 5種類の動詞と結び
つきうることを解明した。）
27． Morphemes as Syntax and Semantics Interface in Mandarin Chinese　
単著　平成 6 年 3 月　Current Issues in Sino－ Tibetan Linguistics（第
26 回際漢蔵語学会組織委員会）161-171 頁。第 26 回国際漢蔵語学会に
提出し発表した論文。（内容は前記改訂版に同じ。）




29． 「現代文法を考える －属性と個体と意味特徴」単著　平成 10年 5 月『し





30． Nouns in Mandarin Chinese Syntax （2） 単著　平成 11 年 2 月　神奈川
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33． 「程度副詞 “ 很 ” の意味と論理構造」単著　平成 21 年 3 月『中国語研
究論集』神奈川大学中国語学科創設 20 周年記念 pp.1-12。（神奈川大
学外国語学部中国語学科）
（その他）
1 ．「簡単な文型」単著　昭和 58 年 4 月『中国語』（大修館書店）昭和 58
年 4 月号，No.279（18 頁） 
2 ．「主述構造と文成分」単著　昭和 58 年 5 月『中国語』（大修館書店）昭
和 58 年 5 月号，No.280（18 頁）
3 ．「仮定関係を表す複文」単著　昭和 58 年 6 月『中国語』（大修館書店）
昭和 58 年 6 月号，No.281（8 頁）
4 ．「因果関係を表す複文」単著　昭和 58 年 7 月『中国語』（大修館書店）
昭和 58 年 7 月号，No.282（8 頁）
5 ．「条件関係を表す複文」単著　昭和 58 年 8 月『中国語』（大修館書店）
昭和 58 年 8 月号，No.283（8 頁）
6 ．「出現・存在・消失を表す文」単著　昭和 58 年 9 月『中国語』（大修館
書店）昭和 58 年 9 月号，No.284（20 頁） 
7 ．「増加・存在・減少を表す文」単著　昭和58年 10月『中国語』（大修館書店）
昭和 58 年 10 月号，No.285（18 頁）
8 ．「結果補語を持つ文」単著　昭和 58 年 11 月『中国語』（大修館書店）
昭和 58 年 11 月号，No.286（8 頁）
9 ．「程度補語を持つ文」単著　昭和 58 年 12 月『中国語』（大修館書店）
昭和 58 年 12 月号，No.287（18 頁）
10 ．「方向補語を持つ文」単著　昭和 59 年 1 月『中国語』（大修館書店）
昭和 59 年 1 月号，No.288（8 頁）
11 ．「“有 ” を持つ文」単著　昭和 59 年 2 月『中国語』（大修館書店）昭和
59 年 2 月号，No.289（8 頁）
12 ．「兼語式動詞文」単著　昭和 59 年 3 月『中国語』（大修館書店）昭和
59 年 3 月号，No.290（16 頁） 
13 ．「中国語ワープロ「WenHua（文華）」のユーザーからの中間報告」 単
著　昭和 61 年 1 月　『東方』（東方書店）1986 年 1 月号，No.58（27 頁）
14 ．「初歩の解釈〈李自成（1）～（3）〉」単著　〔（1）：昭和 63 年 1 月号，
No.337（pp.10 － 11），（2）：昭和 63 年 2 月号，No.338（pp.10 － 11），（3）：
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昭和 63 年 3 月号，No.339（pp.8 － 9）〕。
15 ．「中国語ワープロ情報」単著　昭和 63 年 4 月『中国語』（大修館書店）
昭和 63 年 4 月号，No.340（10-11 頁）






17 ．Author Index to The Journal of Chinese Linguistics ‐ Volume 1 －
16　単著　平成 3 年 10 月 Studies in Chinese Linguistics （2）（Kobe 
University of Commerce），研究資料 No.123（97-116 頁）
18 ．Topic Index to The Journal of Chinese Linguistics ‐ Volume 1 －
16　単著　平成 3 年 10 月 Studies in Chinese Linguistics （2）（Kobe 
University of Commerce）研究資料 No.123 （75-95 頁）
19 ．「用微電脳教漢語」単著　平成 4 年 5 月『香檳季刊』一巻二期（16-17 頁）　
20 ．「日本大学生怎様学現代漢語」単著　平成 4 年 12 月『香檳季刊』一巻
四期（31-33 頁）
21 ．「実践中国語学習法・読解「虔心為娘娘祈福」」単著　平成 6 年 9 月『中
国語』（内山書店）平成 6年 10 月号，No.417（23-25 頁）
22 ．「実践中国語学習法・読解「用佛法戦勝邪魔」」　単著　平成 6年 10月『中
国語』（内山書店）平成 6年 11 月号，No.418（23-25 頁） 
23 ．「実践中国語学習法・読解「迅速被大火呑没」」　単著　平成 6年 11月『中
国語』（内山書店）平成 6年 12 月号，No.419（25-27 頁）
24 ．「書評：『現代漢語詞典（修訂本）』」単著　平成 8 年 11 月『中国図書』（内
山書店）平成 8年 12 月号，第 8巻・12 号（10-12 頁）
25 ．「文法講座（1）：語気助詞 “了 ” の用法について」単著　平成 9 年 3 月
『中国語』（内山書店）平成 9年 4月号，No.447（58-60 頁）
26 ．「文法講座（2）：動態助詞 “了 ” の意味特徴について」 単著平成 9
年 4 月『中国語』（内山書店）平成 9年 5月号 ,No.448（58-60 頁）
27 ．「文法講座（3）：構造助詞 “得 ” の一用法」単著　平成 9 年 5 月『中国語』
（内山書店）平成 9年 6月号 ,No.449（58-60 頁）
28 ．「文法講座（4）：程度副詞 “很 ” の意味上の役割」単著　平成 9 年 6 月
00経歴.indd   12 2018/03/16   19:39
『中国語』（内山書店）平成 9年 7月号 ,No.450（58-60 頁）
29 ．「文法講座（5）：動量詞の意味上の役割」単著　平成 9 年 7 月『中国語』
（内山書店）平成 9年 8月号 ,No.451（58-60 頁）
30 ．「文法講座（6）：前置詞 “把 ” の意味上の役割」単著　平成 9 年 8 月『中
国語』（内山書店）平成 9年 9月号，No.452（58-60 頁） 
31 ．「文法講座（7）：結果補語（動詞）を持つ動詞の意味特徴」単著　平
成 9 年 9 月『中国語』（内山書店）平成 9年 10 月号 ,No.453（58-60 頁）
32 ．「文法講座（8）：結果補語になる動詞の意味特徴」単著　平成 9年10月『中
国語』（内山書店）平成 9年 11 月号 , No.454（58-60 頁）
33 ．「文法講座（9）：名詞の意味上の役割と用法」単著　平成 9 年 11 月『中
国語』（内山書店）平成 9年 12 月号 , No.455（58-60 頁）
34 ．「文法講座（10）：形容詞の意味上の役割」単著　平成 9 年 12 月『中国語』
（内山書店）平成 10 年 1 月号 , No.456（58-60 頁）
35 ．「文法講座（11）：方向動詞 “来 ” と “ 去 ” の意味上の役割」単著　平
成 10 年 1 月　『中国語』（内山書店）平成 10 年 2 月号 ,No.457（58-60 頁）
36 ．「文法講座（12）：動態助詞 “着 ” の意味上の役割」単著　平成 10 年 2
月『中国語』（内山書店）平成 10 年 3 月号 , No.458（58-60 頁）
37 ．（学会発表）「量化副詞の意味と論理構造」単独　平成 18 年 10 月日本
中国語学会第 56 回全国大会（愛知県立大学）『予稿集』（pp.162-166）
38 ．（学会発表）「疑問詞の量化と論理構造」単独　平成 19 年 10 月　日本
中国語学会第 57 回全国大会（琉球大学）『予稿集』（pp.75-79）
39 ．（学会発表）「現代中国語動詞の基本形式」単独　平成 20 年 10 月日本
中国語学会第 58 回全国大会（京都外国語大学）『予稿集』（pp.257-261）





00経歴.indd   13 2018/03/16   19:39
（教育・研究経歴）
1 ．教育方法の実践例











第 23 巻第 1号，pp.59-77，②大阪科学技術センター『第 6回ソフトウェ
アコンファランスプロシーディングズ』pp.67-68（1990 年 3 月），③朝
日新聞 1986 年 11 月 12 日（水）夕刊「肉声もでる中国語マイコン」，④
神戸新聞 1988 年 6 月 23 日朝刊「中国語の研修システム開発」，⑤神戸
新聞 1989 年 12 月 12 日「コンピュータを使った中国語学習」）
2.2 　「王老師の標準中国語シリーズ・発音編」の監修，平成 9 年 8 月～平
成 10 年 8 月株式会社マネージの依頼により，パソコンを使用して中国
語の発音を学習するマルチメディア用ソフトウェアを作成し，教材とし
て使用。
2.3 　「王老師の標準中国語シリーズ・基礎編」の監修，平成 10 年 12 月～




賞」神奈川大学 平成 25 年 10 月 25 日 パソコンを利用した中国語教育へ
の貢献，中国語自動学習室開設への取り組み。
4．その他（博士学位論文の指導と審査報告執筆）
4.1 　博士学位論文主査（指導教授）1999 年度　平成 12 年 3 月 31 日
（１）氏名：布川雅英
（２）学位の種類：博士（文学）
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（３）学位記番号：博甲第 36 号




（８） 内容の要旨および審査の結果の要旨：『博士学位論文』第 11 号，
pp.4-8，2000 年，神奈川大学（公開済み）








（８） 内容の要旨および審査の結果の要旨：『博士学位論文』第 15 号，
pp.29-33，2002 年，神奈川大学（公開済み）








（８） 内容の要旨および審査の結果の要旨：『博士学位論文』第 26 号，
pp.7-9，2007 年，神奈川大学（公開済み）




（４）学位授与の日付：2009 年 9 月 17 日
（５）学位論文の要件：学位規則第４条第２項該当




（８） 内容の要旨および審査の結果の要旨：『博士学位論文』第 29 号，
pp.1-4，2009 年，神奈川大学（公開済み）




（４）学位授与の日付：2011 年 3 月 31 日
（５）学位授与の要件：学位規則第４条第１項該当
（６） 学位論文の題目：現代中国語における "給 "構文の意味と論理構
造
（７）論文審査委員：主査　教授　松村文芳，副査　4名
（８） 内容の要旨および審査の結果の要旨：『博士学位論文』第 32 号，
pp.11-13，2010 年，神奈川大学（公開済み）








（８） 内容の要旨および審査の結果の要旨：『博士学位論文』第 36 号，
pp.6-8，2012 年，神奈川大学（公開済み）




（４）学位授与の日付：2015 年 3 月 31 日
（５）学位授与の要件：学位規則第４条第１項該当
（６）学位論文の題目：中国語における副詞 ”在 ” の意味と論理
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（７）論文審査委員：主査　教授　松村文芳，副査　4名
（８） 内容の要旨および審査の結果の要旨：『博士学位論文』第 39 号，
pp.1-4，2014 年，神奈川大学（公開済み）
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